
 

 

                              

令和２年度第２回兵庫県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会 港湾職業能力開発短期大学校神戸校部会 開催概要 

 

１ 開催期間  令和３年２月１６日（火）から令和３年２月１８日（木）まで 

２ 開催方式  持ち回り 

３ 主な議題 

・令和２年度事業実績等について 

・令和３年度業務計画について 

４ 議事経過 

  資料に基づいて説明を行った。 

  主な意見は以下のとおり。 

 

・オープンキャンパスに参加した女子生徒に対するフォローが重要と思われ

る。大学では在校生に説明させたり質疑回答や相談できるような時間を設ける

などしており好評のようなので、こうした取組も検討いただきたい。 

また、最近では保護者の参加が増えているようであり、保護者の気持ちを捉

えた内容での実施が必要と思われる。 

 

・港湾短大神戸校の認知度はまだまだ低いと思われる。港湾事業の認知度がま

だまだ低いこともあるので、業界を知らしめる役割を担っていただきたい。 

 

・専門課程及び専門課程活用型デュアルシステムについて、制度としては良い

ものなので、もっと知ってもらう取組が必要であると思われる。従来の広報に

加えて、例えば、Ｗｅｂを使った広報、オンラインによるオープンキャンパス

等を用いた広報等を検討してみてはどうか。 

 

・少子化による労働人口の減少や、コロナ禍で企業の採用の見通しが立たない

状況下では、これからも就職が厳しくなると思われる。そのような中で、非正

規雇用等の色々な人を受け入れて、正規職員に導くデュアル訓練は重要なツー

ルと思われる。 

 

・求人者数が減少しているようであるが、今後の人材育成を考えると機構には

より多くの人材を送り出していただく役割が期待されるため、機構を含めた港

湾関係施設間で連携を図りながら、より多くの人材を送り出す仕組みについて、

今まで以上に検討いただきたい。 



 

 

 

・学生の就職に関して、今回のコロナ禍とその後の動向を考えると画一的な指

導だけでなく、学生一人ひとりの資質を見極めながら指導し、就職に結びつけ

る取組が必要であると思われる。 

 

・仕事の方向性の変化、無人化やＡＩ化の流れが必須となってくる。これらデ

ジタル・トランスフォーメーションいわゆるＤＸに対応するカリキュラムも今

後必要になってくると思われる。 

 

・港湾技能研修センターとの連携は重要であり、装置の貸借や人材の交流など

で、相乗効果が生まれるよう期待したい。 
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  氏  名 

 

   所 属 及 び 職 名 

学識経験者 

（１名） 

石田 信博 

 

（座長） 

同志社大学 

商学部教授 

労働者代表 

（２名） 

 

髙島 弘司 

 

神戸港湾労働組合協議会 

事務局長 
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日本労働組合総連合会兵庫県連合会 

神戸地域協議会 事務局長 

事業主団体 

（２名） 

 

稲田 重彦 

 

兵庫県港運協会 

 専務理事 

 

森下 徹 
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 理事 事務局長 

行政機関 
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